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校 性 学年 合計4年 5年 6年
Ⅹ 男児 29 27 29 85女 0 38 30 8
合計 49 65 59 173
Y 男児 31 32 23 86女 0 0 8 8
合 計 61 62 51 174




































因子 Ⅰ 因子 Ⅱ 因子Ⅲ 共通性
因子Ⅰ｢子どもの主体性を尊重した教師のかかわり｣ α=.893 0.8509 -0.0965 0.0378 0.679812.先生は,わたしたちの考えや意見を聴いてくれるo
10.何かがうまくできたとき,先生は一緒に喜んでくれるo 0.8239 -0.1237 0.0333 0.6122
ll.何か失敗したときは,次にやるときどうするかについて,先生は考えさせてくれるo 0.8116 0.0711 -0.1292 0.6004
13.先生と話をすると,やる気になるo 0.7683 0.0392 0.0455 0.6724
14.先生の授業は,楽しくて,おもしろいo 0.6986 0.0022 0.0887 0.5744
9.子ども同士のケンカについて,先生は両方の気持ちを聞いてくれるo 0.6971 0.0168 -0.1528 0.3870
15.先生の授業は,わかりやすい○ 0.6959 0.0104 0.0873 0.5763
19.先生はクラスの子どもたちのことが大好きだと,わたしは感じる○ 0.6473 -0.0050 0.0698 0.4757
17.自主勉強は本当に自分がしたいだけやることを,先生は認めてくれるo 0.4254-0303 0.18997484 -0.0648076 0.2574528
因子Ⅱ｢所属感と有能感｣ α=.801
20わたしは,自分のクラスの役に立つことができると感じるo
18.クラスで決める目標や計画について,その話し合いに自分が参加できていると感じるo -0.0667 0.7182 0.1003 0.5738
22.わたしは,授業中,間違っているかもしれないことでも言えるo 0.0853 0.6504 -0.1885 0.3294
4.わたしは,クラスで一緒にやりたいことがすぐに思いつく○ -0.1107 0.5364 0.1344 0.3390
16.わたしは,授業中,友達の意見で考えが深まることがあるo 0.1586 0.5364 -0.0256 0.3812
3.わたしのクラスでは,生活の決まりをつくるとき,わたしたちもその話し合いに参加できるo -0.02621385 0.4821-0140 0.21267887 0.405692
因子Ⅲ｢集団凝集性｣ α=.815
5 は,お互いに仲がよい○
2.わたしのクラスはまとまっていると思うo -0.0019 0.0715 0.7027 0.5696
1.わたしのクラスは,クラスで何かをするときは,みんな喜んで参加するo 0.0599 -0.0418 0.6993 0.5012
7.わたしのクラスは,みんなで何かをするのが好きであるo 0.0132 -0.0425 0.6668 0.4160
21.わたしは,自分のクラスのことが大好きだと感じるo 0.2009 0.2044 0.3755 0.4719
6.わたしのクラスでは,問題を解決しようとするとき,できるだけいろいろな方法を考えるo 0.1859 0.1188 0.3070 0.2901
8.わたしのクラスでは.何か問題を解決するとき,一人ひとりの意見を聞いているn 0.2176 0.2043 0.2081 0.2982
因子 Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ










































































l.18 10.33 10 .70





8.78 9.11 7.97 5.482'Y )Z
_(3_._2_3) (3.53) L21_8_2と
33.29 31.50 31.16 7.938" x )Y-Z
(4.66) (5.12) (5.72)19.23 18.15 18.55 4.042 * Ⅹ )Y
(3.33) (3.72) (3.63)
18.35 16.50 17.21 20.03γ* Ⅹ 〉Z〉Y
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X校 Y校 Z校 全国平均
図1 Q-∪満足群出現率
?? ??








































































陣平均 国語 算数 社会 理科 ISS
56.6 57.0 56.2 51.7*
57.3 57.4 58.0 56.6 57.3 57.6
53.9 54.8 56.3 50.8 53.6 54.7*
? ?? ?? ー ? ? ? ?? ? ? ??
? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?? ? ? ? ー ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ー ? ? ? ?
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